
公開事項 内容

① 試料・情報の利用目的及び利用方法（他の機関へ
提供される場合はその方法を含む。）

文書同意により参加した患者に介入試験を実施
し、臨床情報 を前向きに収集し、ＡＲＳ抗体症候
群の適切な治療方針を決定するための研究に用い
る。情報は千葉大医学部アレルギー・臨床免疫学
に送付され解析が行われる。

② 研究協力をお願いしたい方（対象者）

抗ARS抗体症候群として治療を開始する患者様

③ 利用し、又は提供する試料・情報の項目
匿名化された臨床情報 (生年月、既往歴、血液検
査結果、治療内容、臨床経過)

④ 利用する者の範囲
千葉大医学部アレルギー・臨床免疫学、研究担当
者において利用される。

⑤ 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名
又は名称

自己免疫疾患研究室　室長　大矢 佳寛

⑥ 研究対象者又はその代理人の求めに応じて、研究
対象者が識別される試料・情報の利用又は他の研
究機関への提供を停止すること。

対象者が識別される情報は、収集されないため、
対象者が識別される情報が他の研究機関に提供さ
れることはない。

⑦ ⑤の研究対象者又はその代理人の求めを受け付け
る方法

該当なし。

独立行政法人国立病院機構千葉医療センター千葉東病院で実施する

上記の研究について、研究対象者等に対し、以下のとおり公開いたします。

臨床研究の研究対象者等への公開情報

研究名称　：抗ARS抗体症候群患者の寛解導入における副腎皮質ステロイド、タクロリムス、ミコフェノー
ル酸モフェチルの３剤併用療法の有効性と安全性を検討する単群、パイロット試験


